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　この度，第14回日本病院総合診療医学会学術総会
を，2017年 3 月 3 日～ 4 日に，岡山大学鹿田キャンパ
スにて開催し，当科の大塚文男教授が会長を務めま
した．日本病院総合診療医学会は，病院総合診療医
（hospitalist）の必要性が注目される中，総合診療医
の臨床力の育成，また総合診療医が医学の発展のため
の高い志向を持つために，多くの大学の総合診療科／
部の協力により，2009年に設立されました．総合診療
医の臨床を深める場になると共に，総合診療医が総合
診療に関する領域の研究推進を通して国民の健康増進
に貢献することを目的とした学会です．総合診療医が
多種多様な疾患に対応し，速やかに正確な診断と治療
を行うためには，各自の subspecialty を活かして専門
医との連携を円滑に行うことが鍵となり，state-of-the-
art の医療にも親しくあるべきと考えます．今回で第
14回となった学術総会のメインテーマを，「総合性と専
門性のハブとなる機能的な連携へ」としました．今回
は，開催初日が桃の節句と重なり，早春の華やかな雰
囲気のもと，一般演題はこれまで最高の184演題，全国

からの学術総会参加者は500名に達しました．
　メイン会場となったＪホール（Junko Fukutake Hall）
は，参加者の皆様の交流の場となっただけでなく，有意
義で活発な議論，そして最新知識の共有の場となりま
した．今回の会長特別企画「総合性と専門性のハブと
して “Super-Special を知り General に対応 ”」では，専
門家から見た総合診療の重要性，総合診療医の知って
おくべき専門的視点を総合診療医に広く伝えたいと考
え，岡山大学ならではの幅広いラインナップで， 7 人
の specialist から generalist へ向けてお話いただきま
した．移植医療，最先端内視鏡，GID（gender identity 
disorder）診療，生殖医療，てんかん診療と，普段は聴
けない超 special な話題を，総合診療との接点を踏まえ
てシェアすることができ，会場は多くの generalist た
ちで賑わいました．総合診療医は，多様な疾患に対応す
る幅広い診療力を生かして，慢性疾患における「かかり
つけ医」・急性疾患における「初期対応医」として地域
医療の現場で活躍する一方，大学病院のような高度先
進病院では，「専門診療科と連携できる Hospitalist」と
して機能します．会長特別企画を通して，総合診療医
として，患者の身になって対応できる豊かな人間性と
問題解決能力を備えておくことに加えて，専門診療科
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との連携をスムーズに行うために，最新の医学知識・
最先端の医療技術についても常に把握しておく重要性
を再認識しました．
　 2 日間にわたりメイン会場で開催された 4 つの教育
講演では，質的研究・医学教育，内分泌・思春期，神
経・呼吸器，膠原病・循環器の分野の 8 人のエキスパ
ートから，general 目線でお話しいただきました．1 時
間の教育講演の中で，30分ずつ 2 つの分野を聴講でき
るように構成を工夫しました．縦：内分泌代謝・横：
俯瞰・Ｚ：時間で捉える充実の総合診療，不登校対応
を通して考える思春期の診療，神経症候学の再学習，
気管支喘息の病態と治療戦略の最新知識，高齢者に多
いリウマチ・膠原病疾患の診断と治療，外来でよくみ
る不整脈疾患とその対策など，どれも興味深い内容で
参加者は熱心に聴き入っていました．最近注目されて
いる医療・医療者教育研究における質的研究の意義，
そして臨床教育現場でのベッドサイドティーチングに
ついての講演は，研究者，教育者としても重要な役割
を担う総合診療医にとって，大変示唆に富む貴重なメ
ッセージとなりました．
　高齢化が進み複数疾患を合併した患者が増加し，診
療が複雑化する中で，幅広い知識を持った総合診療医
の必要性は益々高まっています．シンポジウム 1 「次
世代の総合診療医を育てる」では，各医療機関での次
世代総合診療医育成の取組について報告して頂き，シ
ンポジウム 2 「総合診療・総合内科・救急のこれから
のビジョン」では，各大学の総合診療・総合内科・救
急の新教授の先生から，熱いメッセージを語って頂き
ました．また，新専門医制度19番目の基本領域である
総合診療専門医の新プログラム開始は多少遅れていま

すが，さらに充実した専攻医プログラムのための討論
の場として，シンポジウム 3 「新専門医制度を迎える
近未来の地域医療と総合診療」を設けました．どのシ
ンポジウムでも熱い議論が交わされましたが， 3 つの
シンポジウムに共通したテーマは，超高齢社会を迎え
た現在の，高度に専門化した医療における総合診療医
の役割，そしてその育成でした．地域に応じて医療へ
のニーズは多様であり，医療機関も各々独自性をもち
ます．社会の変化にも対応しながら医療機関同士で特
色を活かしつつ連携を取り，俯瞰的な視点を持った，
全人的な医療を提供できる総合診療医を育成したいと
いう演者，参加者の思いは，どのシンポジウムでも共
通でした．
　また，医療機器も使いこなす hospitalist を目指し
て，日本で初めて米国 Society of Hospital Medicine か
ら講師を招聘し，超音波ワークショップ「Point of Care 
Ultrasound for the Hospitalist」を開催しました．事前
参加登録ですぐに定員60名に達し，大盛況でした．総合
診療医が身につけるべき超音波検査について，基本的
かつ臨床に必要な最低限の情報を伝えることを目的と
した大変実践的な内容でした．その他，総合診療医に
不可欠の東洋医学の技を磨くために，漢方の実技ワー
クショップ「東洋医学ハンズオン企画」も開催しまし
た．お互いに被験者と診察者になりながら漢方診療の
実際を体験するというユニークな企画で，今回は漢方
の診察方法のうち腹診を中心に解説，実践し，大変好
評でした．さらに，「The Future Generalist Workshop
～ 若手が創る若手の未来 ～」と題して，若手医師によ
る若手医師のためのオリジナルワークショップも開催
しました．若手医師のニーズに即した講義やシミュレ
ーションなど，内容は盛りだくさんで，若手医師のス
キルアップに大いに役立つ内容でした．
　一般演題は，臓器別でなく複数分野に跨る分類とし，
幅広い視点で discussion できるようにしました．他の
学会では類を見ないセッションの構成であり，複数分
野の意見を同時に聴ける貴重な機会となりました．多
分野にわたった演題は，どの演題も大変勉強になる発
表でしたが，特に優れた 5 演題を会長賞候補演題とし
ました．
　会員懇親会は，槇野博史前岡山大学病院長（現岡山
大学長），小出典男岡山大学名誉教授の挨拶に続き， 
林　純日本病院総合診療医学会理事長の乾杯で始まり
ました．岡山大学病院検査部の藤井敬子先生，総合内活発な討議が行われたフロアの様子
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科の卒業生でもある尾道市立市民病院の杉山晃一先生
率いる山猫弦楽四重奏団，岡山大学ピアノ部の須山敦
仁さん，米澤尚汰さんの演奏も加わり，こちらも大変
盛り上がりました．
　「総合性と専門性のハブとなる機能的な連携へ」をメ
インテーマに，参加者の方々が多くを持ち帰ることが
でき，学術総会終了後の日常の臨床，教育，研究の実
践の中で役立っていれば幸いです．お陰様で盛会のう
ちに終了することができ，ご協力頂きました先生方，
事務，関連病院と共催企業の皆様，医局員に深く感謝
申し上げます．
（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 総合内科学

� 小比賀美香子 記）
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